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　２
０
２
４
年
４
月
、

　２
０
２
４
年
４
月
、

　２
０
２
４
年
４
月
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養

学
環
を
開
設
し
ま
し
た
。本
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
歴
史
は
古
く
、
１
９
７
０

年
代
か
ら
学
生
の
国
際
交
流
を
推
進
。

２
０
１
５
年
に
は
「
融
合
型
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
」
を
合
言
葉
に
、
全
学
部
で
国

際
力
や
行
動
力
の
育
成
を
強
化
し
ま
し

た
。
た
だ
、全
学
的
な
動
き
で
あ
る
が

故
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」や「
国
際
」を
冠

し
た
学
部
学
科
は
な
く
、高
校
に
そ
の

特
徴
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な
る
学
部
な
ど
を

つ
く
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　新
学
環
の
教
員
は
共
通
教
育
担
当
者

11
人
が
中
心
。
語
学
、社
会
科
学
、デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
科
目
を
分
野
横

断
的
に
編
成
し
て
い
ま
す
。
複
数
言
語

圏
へ
の
２
回
の
留
学
、
４
年
間
の
ゼ
ミ
活

動
、入
学
定
員
25
名
の
少
人
数
制
な
ど
、

も
と
も
と
有
し
て
い
た
本
学
の
特
色
を

先
鋭
化
し
て
教
育
に
反
映
し
ま
し
た
。

　構
想
に
至
る
議
論
が
始
ま
っ
た
の
は

２
０
２
１
年
。
そ
の
前
年
に
開
設
し
た

全
学
教
育
推
進
機
構
が
主
体
と
な
り
、

強
み
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
教
育

課
程
化
し
よ
う
と
、
２
回
留
学
の
し
く

み
を
模
索
し
ま
し
た
。こ
の
背
景
に
は
、

高
校
生
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
に
も
携
わ
る
教
員
が
把
握
し
て
い

た
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
が

な
く
な
っ
た
ら
海
外
に
行
き
た
い
」
と

い
う
高
校
生
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
。

　「ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大
学
」

で
あ
る
本
学
は
、
学
部
数
に
比
し
て
規

模
が
大
き
く
な
く
、
人
手
や
資
金
が
豊

富
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
既
存

の
資
源
を
生
か
し
て
特
色
を
打
ち
出
す

手
段
と
し
て
、
２
０
１
９
年
度
に
施
行

さ
れ
た
学
部
等
連
係
課
程
制
度
を
活
用

し
、新
学
環
と
し
て
開
設
し
た
の
で
す
。

　学
部
等
連
係
課
程
制
度
を
活
用
し
た

新
学
環
の
構
想
策
定
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
開
設
に
は
各
学
部
の

協
力
が
必
要
で
す
が
、
斬
新
な
案
だ
け

に
不
安
視
す
る
教
員
が
多
く
、「
多
様
な

学
び
に
対
し
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

は
ど
う
設
定
す
る
の
か
」「
２
回
も
の

留
学
を
実
現
で
き
る
の
か
」
な
ど
の
厳

し
い
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

「
な
ぜ
こ
の
教
育
な
の
か
」
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
議
論
を
尽
く
し
、
育
成
す

る
人
物
像
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
抜
本
的

に
見
直
し
ま
し
た
。
届
出
書
類
に
設
置

の
ロ
ジ
ッ
ク
を
明
瞭
に
記
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
企
業
役
員
や
卒

業
生
で
構
成
さ
れ
た
「
甲
南
大
学
教
学

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
」
に
も
計

画
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
卒
業
生
の
視

点
か
ら
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
実
際
の

教
育
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　新
し
い
教
育
組
織
の
設
置
は
15
年
ぶ

り
で
す
。
慣
れ
な
い
届
出
事
務
や
文
科

省
と
の
や
り
取
り
を
「
手
引
」
と
首
っ

引
き
で
支
え
た
職
員
チ
ー
ム
の
尽
力
も

あ
り
、
無
事
に
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

今
後
の
教
育
実
績
に
よ
り
、
新
学
環
は

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
「
顔
」
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　２
０
２
６
年
４
月
に
は
、「
大
学
・
高

専
機
能
強
化
支
援
事
業
」
に
選
定
さ
れ

た
理
工
学
部
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

科
を
新
設
予
定
で
す
。
同
時
に
、
理
系

３
学
部
の
再
編
や
、
大
学
院
で
の
研
究

科
や
専
攻
の
新
設
に
よ
り
、社
会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
学
び
を
実
現
さ
せ
る

「
進
化
型
理
系
構
想
」
が
進
行
中
で
す
。

　国
の
支
援
策
あ
り
き
の
改
革
で
は
な

く
、
本
学
が
打
ち
出
し
た
い
強
み
と
合

致
す
る
施
策
が
出
た
際
に
す
ぐ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
各
組
織
で
「
甲

南
ら
し
さ
」
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

なかいいつこ●1989年京都大学法学部卒業。
1995年同大学院法学研究科博士課程中退。1998
年甲南大学に着任。法学部学部長、キャリアセンター
所長、副学長等を経て、2020年より現職。公益財団
法人世界人権問題研究センター専任研究員。

中井 伊都子
学長

既
存
の
教
育
資
源
を
集
約

「
学
環
」と
し
て
前
面
に

学
内
外
の
厳
し
い
声
が

構
想
を
洗
練
さ
せ
た
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　2026年始動予定の「進化型理系構想」は、開学以来70年以上重ねて
きた理系の教育・研究の実績が、社会に伝わりきっていない課題感が発端
だ。執行部と理工学部は、2019年に設置したエネルギー変換材料研究所
に着目。再生可能エネルギー等の研究がＧＸ分野に該当することから、「大
学・高専機能強化支援事業」を活用した「環境・エネルギー工学科（仮称）」
新設を着想。磨いてきた強みを現代社会のニーズに対応させて打ち出す。
　この着想を機に、理系３学部と関連研究科からなるタスクフォースを結成
し、同大学の理系教育・研究全体をアピールする方針を固めた。３学部全体
の大学院進学率を現状の20％弱から30％に向上させる目標も設定。
2027年には理系棟を新たに建て、学部や学科を超えた交流を促す。
　神戸市を中心とした地元の理系人材ニーズは高く、「過去の新設・改組時
にないほどの歓迎ムード」（町田信也理工学部長）。オープンキャンパスの理
系学部ブースは文系生徒を含む高校生でにぎわい、地元プラットフォーム＊２

は率先して、理系３学部との懇談イベントを企画している。

ＧＸ分野の研究実績を基に学科を新設
理系人材の育成活性化を地元も歓迎

＊１ Special Track for Accelerated Global Education＊２ 大学都市神戸産官学プラットフォーム。神戸市を中心に、市内や近辺に本拠地を持つ12大学・高専と多数の企業・団体が参画

キャンパス／兵庫県神戸市、西宮市　学生数／9,102人　建学の理念／「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重して
各人の天賦の特性を啓発する人物教育の率先」「世界に通用する紳士・淑女たれ」
学部／文、理工、経済、法、経営、知能情報、マネジメント創造、フロンティアサイエンス、グローバル教養学環
大学院／人文科学、自然科学、社会科学、フロンティアサイエンス
THE 日本大学ランキング2023／141-150位

グローバル教養学環（ＳＴＡＧＥ＊１）を新設、さらに理系３学部の改革にも乗り出す
甲南大学。埋もれがちだった教育の特色を時代に合う形で再構築し、光を当てる。

甲南大学

長年築き上げてきた強みを
改組で際立たせ、社会に伝える

C A S E
STUDY

注目！

変化

学部
・
学科

年度

文学部歴史文化学科を増設
理学部を理工学部に名称変更
学科再編

2026年

主な新設・改組の流れ
2001年 2008年 2009年 2024年

知能情報学部を新設
理工学部を再編

マネジメント創造学部、
フロンティアサイエンス
学部を新設

学部等連係課程制度を活用し、
グローバル教養学環新設

理工学部を再編し、
環境・エネルギー工学科
増設（仮称・設置構想中）

社会学科（90）

人間科学科（95）

歴史文化学科（60）

宇宙理学・
量子物理工学科（45）

生物学科（45）

物質化学科（45）

環境・
エネルギー工学科（40）

経済学科（335）

法学科（330）

経営学科（335）

知能情報学科（120）

マネジメント創造
学科（CUBE）（170）
生命化学科（FIRST）（45）
４つのサブコース設置

マネジメント創造
学科（CUBE）（170）
生命化学科
（FIRST）（45）

マネジメント創造
学科（CUBE）（180）
生命化学科
（FIRST）（35）

グローバル教養学環（STAGE）
（25）

日本語日本文学科（70）

英語英米文学科（90）

社会学科（90）

人間科学科（95）

歴史文化学科（60）

物理学科（50）

生物学科（45）

機能分子化学科（60）

経済学科（345）

法学科（330）

経営学科（345）

知能情報学科（120）

グローバル教養学環（STAGE）
（25）

日本語日本文学科（70）

英語英米文学科（90）

物理学科（50）

生物学科（45）

機能分子化学科（60）

情報システム工学科
（100）

経済学科（350）

法学科（350）

経営学科（345）

知能情報学科（120）

社会学科（90）

人間科学科（90）

歴史文化学科（60）

日本語日本文学科（70）

英語英米文学科（90）

社会学科（90）

人間科学科（90）

歴史文化学科（60）

日本語日本文学科（70）

英語英米文学科（90）

物理学科（50）

生物学科（45）

機能分子化学科（100）

経済学科（350）

法学科（350）

経営学科（345）

知能情報学科（120）

社会学科（90）

人間科学科（90）

歴史文化学科（60）

物理学科（90）

生物学科（45）

機能分子化学科
（100）

経済学科（350）

法学科（210）
経営法学科（140）

経営学科（345）

日本語日本文学科（70）

英語英米文学科（90）

理工学部理工学部

知能情報
学部

経営学部

法学部

経済学部経済学部

マネジメント
創造学部
フロンティア
サイエンス学部

フロンティア
サイエンス学部

知能情報
学部※

経営学部

法学部

マネジメント
創造学部

文学部文学部

理工学部

経済学部

知能情報
学部

経営学部

法学部

マネジメント
創造学部
フロンティア
サイエンス学部

文学部

理工学部

経済学部

知能情報
学部

経営学部

法学部

文学部

理工学部

経済学部

経営学部

法学部

文学部

※2024年に甲南デジタルツイン研究所を設立

進化型理系構想の概要
●大学院への進学率を30％まで引き上げる（目標）
●岡本キャンパスの新理系棟竣工（2027年予定）

●甲南デジタルツイン研究所設立（2024年）

●創薬、医療、先端材料、食品・化粧品のサブコース
設置（2026年）※
●研究開発リーダー養成プログラム導入（2026年）※

●環境・エネルギー工学科新設（2026年）※
●物理学科を宇宙理学・量子物理工学科に改組
（2026年）※
●機能分子化学科を物質化学科に改組（2026年）※

●自然科学研究科に環境・エネルギー工学専攻を
新設（2026年）※
●自然科学研究科の知能情報学専攻が知能情報
学研究科として独立（2028年）※
●各専攻の定員を拡充（2030年）

共通

理工学部

知能情報
学部

フロンティア
サイエンス
学部

理系大学院

※仮称・設置構想中

＊（ ）内は入学定員
＊期間を付した入学定員（いわゆる臨時定員）は除く
＊学部等連係課程の定員は、元の学部・学科定員の内数として表示
するのが本来だが、実態をわかりやすく示すため外数表示にしている
＊2026年度の入学定員は予定。今後変更される場合がある


